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●主　催　福井市立郷土歴史博物館
●会　場　企画展示室
●会　期　平成29年7月21日㈮

～ 8月27日㈰

夏季特別陳列

『お殿様のおくりもの』

　書画や刀などの美術工芸品は、鑑賞や室内装飾という機能だけでなく、贈答品としての役割も担ってきました。
越前松平家の記録である「家譜」には、将軍家との献上と拝領の記録が数多く記されており、例えば元旦や藩主
就任などの慶事では、贈答品の筆頭として刀がやりとりされました。このような将軍家との贈答品のやりとりは
主従関係を確認する行為だったと考えられています。
　一方、藩主の個人的な交友や身近に仕える人々との間でも、書画や道具類が贈答されており、相手との親密な
関係をみてとることができます。
　本展では、「贈答」をキーワードに越前松平家ゆかりの美術工芸品をご紹介します。贈り物が結んだ福井藩主と
様々な人たちの繋がりをご覧ください。

松平春嶽藩主就任時の拝領品
贈り主 拝領品

公方様（徳川家慶） 長蚫・刀（備中国恒次）・脇指（備前国守政）・刀掛（蒔絵松に鷺） 
　・料紙箱（蒔絵獅子に牡丹）・硯箱（蒔絵獅子に牡丹）・肴 1 折

大御所様（徳川家斉） 長蚫・文台（蒔絵芦に鶴）・硯箱（蒔絵芦に鶴）・肴 1 折・印籠（表松に鶴・裏松に鹿）

公方様（徳川家慶） 
　・大御所様（徳川家斉） 銀小細工物

右大将（徳川家慶の子・家定） 小箪笥（蒔絵松竹梅）・肴 1 折

大御台所（家斉室広大院） 料紙箱（蒔絵七宝丸尽）・硯箱（蒔絵七宝丸尽）・八丈縞 3 反 ･ 肴 1 折

御台所（家慶室喬子女王） 見台（蒔絵富士竜）・袴地（茶宇）3 反・肴 1 折

有君（家定室有君） 盃 1 箱

泰姫（家斉女）・暉姫（家慶女） 巾着 1 箱

※「家譜　慶永公　徒天保九年十一月廿二日到同年十二月　百七十七」より

少年藩主へのおくりもの

太刀　銘　恒次（福井市春嶽公記念文庫） 御大切之御細工物（福井市春嶽公記念文庫）

　松平春嶽が 16 代福井藩主となったのは天保 9 年（1838）10 月 2 日、11 歳のことでした。春嶽は同年 11 月 23 日に
はじめて江戸城へ登り、藩主就任の挨拶の後、江戸常盤橋の福井藩邸に移りました。
　この時、まだ元服前であった春嶽は江戸城大奥で将軍徳川家
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にも対面しました。その際、刀以外にも料紙箱や「銀小細工物」など
を拝領しています。徳川家斉は春嶽にとって叔父、家慶は従兄弟にあ
たり、家斉の娘・浅姫は 14 代福井藩主斉
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善であり、将軍家と春嶽は親しい血縁・親
戚関係にありました。
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【関連行事】
ギャラリートーク（担当学芸員による展示解説）

7月22日（土）、8月5日（土）、8月20日（日）
14：00 ～ 14：40

次回の展示
＜企画展＞ 武具のデザイン

9月21日（木）～ 11月12日（日）
松平家史料展示室

＜秋季特別展＞
さよなら江戸幕府 －大政奉還と幕末の二条城－

10月13日（金）～ 11月26日（日）
企画展示室

　天皇からの拝領品を「天
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賜品」といいます。「勅
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今和歌集』写本」は、火災によって焼失した院の御所造
営に携った松岡藩主松平昌
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宝永 6 年（1709）に御所が完成した際、霊
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上皇より賜
りました。また、京都へしばしば参上した松平春嶽は、
天皇から衣装や道具類を拝領しており、その信頼の篤さ
がうかがわれます。

　大名家から将軍家への献上は、元旦や端午などの年中
行事や節句のほか、約 2 ヶ月ごとに国産品を献上するな
ど贈答の時期が定められていました。松平春嶽は 16 代藩
主に就任した際、年中献上物について先代までの通例を
もとに幕府へ伺いを立てており、献上品の内容は代々ほ
ぼ同じものが贈られていたようです。また、元旦や八

はっさく

朔
の他、元服や藩主就任、婚礼の際には、武家の表道具の
筆頭である刀がやりとりされています。
　一方、将軍や他の大名家との私的な交流の中でも、手
紙や名産品のやりとりの他に、自筆の書画や道具などが
贈られています。

お殿様へのおくりもの

お殿様からのおくりもの

勅賜『古今和歌集』写本（越葵文庫・当館保管）

帷子　白麻地浜松桜模様（個人蔵・当館保管）

　江戸時代中ごろの福井藩の道具類の一部を記した「御
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」には、「御近衆廻リ下物ノ内ヘ出ス」と注記がある道具類があり、
それらは家臣への下賜品になったとおもわれます。藩主が身の回りで用いた
品の下賜は、家臣や侍女への感謝や期待のあらわれとみることができるでし
ょう。
　また歴代藩主は寺社を保護し、家の安泰祈願や先祖供養のために、刀やゆ
かりの品々を奉納しました。越前松平家の菩提所の一つ、大安禅寺は４代藩
主松平光

みつみち

通が当時の名僧・大
たいぐそうちく

愚宗築を開山に迎え建立しました。大安禅寺へ
は歴代藩主が参詣し、仏画のほか書画や道具などが寄進されています。

蝋色塗合口拵（福井市春嶽公記念文庫）

牡丹図　徳川家慶筆（福井市春嶽公記念文庫）


